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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
法
人
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
塩
釜
税
務
署
佐
藤
友
一
郎
署
長
様
を
は
じ
め
職
員
の

皆
様
、
宮
城
県
及
び
地
方
団
体
並
び
に
関
係
団
体
各
位
の

多
く
の
皆
様
の
ご
高
配
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
７
年
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
気
候

変
動
に
よ
る
影
響
が
農
作
物
、
海
産
物
及
び
熊
被
害
増
加

等
、
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
季
か
ら
二
季
化
に

も
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
社
会
・
経
済
情
勢
は
、
女
性
総
理
の
誕
生
、
中
国
関
係

の
悪
化
や
、
物
価
高
に
よ
る
米
騒
動
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
、
動
向
等
、
依
然
と
し
て
不
確
実
性
が
残
る
中

で
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
会
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
「
税
制
改
正
」
の

提
言
活
動
を
、
昨
年
も「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
の
提
言
」

と
し
て
、
二
市
三
町
の
首
長
・
議
会
議
長
へ
陳
情
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
、
物
価
高
対
策
へ

の
給
付
措
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、
大
企
業
と
比
較
し
て

中
小
企
業
の
労
働
配
分
率
は
、
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
企
業
へ
の
保
険
料
負
担
抑
制
・
経
済
成
長
を

阻
害
し
な
い
社
会
保
障
制
度
の
確
立
、
中
小
企
業
の
活
性

化
に
資
す
る
税
制
措
置
な
ど
の
切
実
な
実
情
を
説
明
し
、

健
全
な
経
営
に
取
組
ん
で
い
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
持

っ
て
い
る
能
力
を
如
何
な
く
発
揮
出
来
る
効
率
的
な
取
り

組
み
、
支
援
等
を
求
め
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
も
自
ら
努
力
し
、
少
し
で
も
前
進
す
る
よ
う
、
機
会

あ
る
ご
と
に
継
続
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
法
人
会
は
、
独
自
事
業
と
し
て「
税
に
関
す
る

標
語
」
や
、
女
性
部
会
が
主
催
す
る
「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」を
長
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

も
二
市
三
町
の
小
学
六
年
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品
を
応

募
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
標
語
や
絵
は
が
き
の
上
位
入

賞
作
品
に
つ
い
て
は
個
別
に
表
彰
式
を
行
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
公
共
施
設
等
に
お
い

て
順
次
展
示
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
る

ご
と
に
展
示
を
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
会
・
女

性
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
も
実
施
し
て
お
り
、
税
の
意
義

や
税
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
法
人
会
へ
の
各
関
係
機
関
の
方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
少

し
で
も
税
に
対
し
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま

た
正
し
い
知
識
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
法
人
会
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
息
の
長
い
事
業
と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
税
制
改
正
の
提
言
活
動
、
社
会

貢
献
活
動
、
租
税
教
育
活
動
及
び
各
種
研
修
会
・
セ
ミ
ナ

ー
等
を
通
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
事

業
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
会
員
相
互
の
事
業
と
し
て
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
当
会
の
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
当
会
の
運
営
に
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　
結
び
に
、
新
た
な
年
が
会
員
各
位
に
と
り
ま
し
て
明
る

い
展
望
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
様
の
事
業

の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
　
　
事

株
式
会
社
塩
釜
中
央
ク
リ
エ
イ
ツ

柴
　
原
　
　
　
大

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
鈴
木
工
務
店

鈴
　
木
　
美
　
範

代
表
取
締
役

理
　
　
事

有
限
会
社
和
食
の
小
島

小
　
島
　
邦
　
道

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
八
島
工
務
店

八
　
嶋
　
宏
　
之

代
表
取
締
役

理
　
　
事

有
限
会
社
鈴
市
商
店

鈴
　
木
　
洋
　
市

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
千
葉
商
店

千
　
葉
　
光
　
晴

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
阿
部
電
工

阿
　
部
　
剛
　
典

代
表
取
締
役

副
会
長

株
式
会
社
多
賀
城
フ
ラ
ワ
ー

鈴
　
木
　
貴
　
資

代
表
取
締
役

専
務
理
事

株
式
会
社
祐
文
堂

庄
　
子
　
友
　
博

代
表
取
締
役

株
式
会
社
斎
藤
工
務
店

斎
　
藤
　
孝
　
一

会
　
長

代
表
取
締
役

副
会
長

株
式
会
社
今
野
モ
ー
タ
ー
ス

今
　
野
　
洋
　
志

代
表
取
締
役

副
会
長

利
商
印
刷
株
式
会
社

佐
　
藤
　
　
　
大

代
表
取
締
役

新
年
の
ご
挨
拶

公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会　
会
長　

斎
　
藤
　
孝
　
一
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令
和
八
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平

素
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大

な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
定
期
人
事
異
動
後
、
貴
会
の
役
員
・
支
部
役
員

合
同
会
議
や
合
同
支
部
役
員
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

役
員
や
会
員
の
皆
様
が
公
益
法
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た

す
た
め
に
各
種
の
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
流
会
の
場
で
は
、
貴

会
の
会
員
の
皆
様
が
和
や
か
、
か
つ
緊
密
に
交
流
さ
れ
る

様
子
を
拝
見
し
、
貴
会
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
や
絆
の

深
さ
を
改
め
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
を
担
う
活

動
団
体
と
し
て
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
の
経
済
環
境
の
変
化
の
下
で
、
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
会
員
増
強
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
は
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
と
し
ま
し
て
も
、
会
員

増
強
に
向
け
て
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
積
極

的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
や
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
、
税
に
関
す
る
標
語
募
集
と
い

っ
た
税
の
啓
蒙
活
動
の
ほ
か
、
各
種
説
明
会
の
開
催
、ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
促
進
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど
、
幅
広
く
、

力
強
い
貴
会
の
取
組
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
も
「
税
の
よ
き
理
解
者
」
と
し
て
、
税
に
軸
足
を

置
い
た
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
続
き
当
署
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
年
も
改
ま
り
、
間
も
な
く
令
和
七
年
分
の
所
得

税
等
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
確
定
申
告
は
、
申
告
納
税
制
度
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
本
年
も
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
自

宅
等
か
ら
の
申
告
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
自
宅
か
ら

ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
た
方
は
、
令
和
２
年
分
の
申
告
か

ら
約
５
倍
に
増
加
し
、
そ
の
半
数
以
上
の
方
が
身
近
な
デ

バ
イ
ス
で
あ
る
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
申
告
は
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
連
携
を
利
用
し
た
「
書
か
な
い
確
定
申
告
」
の
前

提
に
な
り
ま
す
の
で
、
ス
マ
ホ
申
告
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
例
年
、
申
告
作
成
会
場
と
な
る
塩
釜
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
は

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
役
員
・
従
業
員
の

方
々
へ
の
周
知
も
含
め
確
定
申
告
さ
れ
る
際
に
は
、
ご
自

宅
等
か
ら
二
十
四
時
間
利
用
可
能
で
簡
単
に
手
続
が
で
き

る
、
ス
マ
ホ
等
を
活
用
し
た
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
申
告
並
び
に
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
税
務
手
続
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
中
、
国
税
当
局
と
し
ま
し
て
も
社
会
全
体

の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
新
し
い
年
が
、
公
益
社
団
法
人
塩
釜

法
人
会
と
会
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち

た
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

塩
釜
税
務
署
長　

佐
　
藤
　
友
一
郎

赤
　
間
　
友
　
美

職
　
　
員

植
　
田
　
容
　
子

職
　
　
員

事
務
局
　　塩
釜
市
港
町
一
丁
目
四
番
一
号

T
E
L  

三
六
五
―
八
八
五
九

F
A
X  

三
六
五
―
五
五
七
七

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

川
　
口
　
紀
　
幸

事
務
局
長

理
　
　
事

有
限
会
社
エ
ス
・
エ
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

沼
　
田
　
真
　
一

代
表
取
締
役

監
　
　
事

税
理
士
法
人
阿
部
会
計
事
務
所

熊
　
谷
　
正
　
則

副
　
所
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

理
　
　
事

株
式
会
社
ご
ん
き
や

佐
　
藤
　
知
　
樹

取
　
締
　
役

理
　
　
事

有
限
会
社
佐
精
（
女
性
部
会
長
）

佐
　
藤
　
千
　
晶

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
安
住
商
会
（
青
年
部
会
長
）

安
　
住
　
陽
　
一

代 

表 

社 

員

監
　
　
事

佐
々
木
清
人
税
理
士
事
務
所

佐
々
木
　
清
　
人

理
　
　
事

代
表
取
締
役

株
式
会
社
橋
浦
電
設

橋
　
浦
　
　
　
宏

理
　
　
事

代
表
取
締
役

新
生
自
動
車
工
業
株
式
会
社

大
　
津
　
晃
　
一

理
　
　
事

有
限
会
社
加
藤
鉄
工
所

加
　
藤
　
則
　
博

代
表
取
締
役

理
　
　
事

長
南
マ
イ
ク
ロ
パ
ー
ツ
株
式
会
社

長
　
南
　
正
　
一

代
表
取
締
役
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一般公開展示（利府町民交流館）

　二市三町の小学校16校から746点の応募があり、予備審査及び本審査会を経て10点の入賞作品が決まりました。
予備審査を通過した300点の作品を利府町民交流館において一般公開展示しました。次回２月５日からマリンゲート塩
釜１Ｆエントランスホールに展示いたしますので、ぜひご覧ください。

写真　展示準備作業 本審査会 本審査会

塩竈市立第二小学校
丸亀　陽菜乃

佐
瀬
　
映
人

多
賀
城
市
立
多
賀
城
小
学
校千

葉
　
美
結

多
賀
城
市
立
多
賀
城
小
学
校

小
野
寺
　
美
月

利
府
町
立
菅
谷
台
小
学
校

土
屋
　
し
お
り

利
府
町
立
青
山
小
学
校

塩竈市立第二小学校
菊池　花希

中
谷
　
素
子

多
賀
城
市
立
多
賀
城
小
学
校

髙
橋
　
胡
実

塩
竈
市
立
第
二
小
学
校

關
　
桃
奈

松
島
町
立
松
島
第
二
小
学
校

佐
藤
　
秀
幸

多
賀
城
市
立
山
王
小
学
校

税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール第18回
小学6年生の

優
秀
賞

入賞作品
塩釜法人会女性部会長賞塩釜税務署長賞

塩
釜
法
人
会
会
長
賞
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塩釜中央

塩釜中央

塩釜北部
多 賀 城

生命保険業
外国人専用職業紹介事業、
外国人支援事業、日本語教育事業、
通訳・翻訳業

リユース・リサイクル業

㈱かんぽ生命保険仙台支店

㈱WORLDi

㈱敬 相 運 送
㈱Ｍｏａ

仙台市青葉区大町1‒30　新仙台ビル6F

台東区浅草1‒13‒５ 井門浅草すしや通りビル

多賀城市下馬2‒1‒15Ｋ2プランニングビル401

高　橋　正　彦

斎　木　怜生名

木　村　道太郎
草　苅　琢　麻

所　在　地代　表　者 業　　種支　部 名　　　称

■女性部会  タオルと花のプランター寄贈 ■女性部会  福利厚生セミナー ■青年部会  12月例会（塩釜税務署長講演）

■
県
青
連
青
年
の
集
い

　

気
仙
沼

■
全
国
青
年
の
集
い

　

山
梨
大
会

税に関する絵はがきコンクール会長賞 税に関する標語会長賞 塩竈第二小の受賞者の皆さん

■税に関する標語・税に関する絵はがきコンクール表彰式（塩竈第二小）

■「会長杯」第三回ゴルフコンペ・表彰式交流会

■決算法人説明会 ■年末調整説明会

活
動
フ
ォ
ト

　
　
レ
ポ
ー
ト

R7.10.24～R7.12.11【加入5社】入会者の公開範囲の選択により、広報紙等でご紹介できない会員、項目等があります。〔新会員紹介〕
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＜塩釜税務署よりお知らせ＞

自宅から
申告可能

早期還付
（3週間程度で還付）

添付書類
提出不要

※メンテナンス時間を除きます

※一部の書類を除きます
イメージデータによる提出も可能

※書面提出の場合は
1か月～1か月半程度で還付

24時間
利用可能

受信通知から
いつでも内容確認

 確定申告書等作成コーナー
なら金額等を入力するだけで
自動計算で申告書が完成！

 マイナポータル連携で
給与、ふるさと納税、医療費等が
自動入力できる！
※ご利用には事前準備が必要です

マイナポータル連携
の詳細はこちら

作成コーナー

スマホでも
できちゃう♪

でマイナンバーカード
から自宅 e-Tax

書かない 確定申告

すでに

約 が4人中3人
e-Taxで

申告しています!!

メリット たくさん♪



（7）令和8年1月15日 法　人　ニ　ュ　ー　ス （第366号）

  マイナンバーカード ※1
  マイナンバーカード読取対応のスマホ※2 （又はICカードリーダライタ）
  マイナンバーカードのパスワード２つ
①  利用者証明用電子証明書のパスワード
　  （数字４桁）

②  署名用電子証明書のパスワード
　  （英数字６～16文字）

パスワードを忘れた場合やロックされた場合の
対処法については、地方公共団体情報システム
機構のホームページをご確認ください。

有効期限を過ぎた場合、e-Tax手続等のご利用ができません。
特に、確定申告期は、更新窓口（市区町村）の混雑が予想され
ますので、お早めに更新手続をお願いします。

＞  有効期限や更新手続等の詳細は、
　  「デジタル庁公式note」をご確認ください。

※ご利用には、マイナポータルからスマートフォンの
　マイナンバーカードの利用申請・登録が必要です。

スマートフォンの
マイナンバーカードの
詳細はこちら

令和７年分確定申告から、
iPhoneにも対応します！

●  マイナンバーカードをスマホで
　  読み取らなくても、
　  申告書がe-Taxで送信できます！

●  利用者証明用電子証明書の
　  パスワードはスマホの
　  生体認証機能を利用できます！
　  （機種によって異なります）

※2 スマートフォンのマイナンバーカードの利用で認証時も手間いらず！

・この内容には開発中の内容が含まれておりますので、実際の内容と異なる場合があります。
・iPhoneの名称は、米国及び他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。

e-Taxに必要なもの
確定申告書等作成コーナーのご利用に当たって

申告に困ったときは

※１ マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください

読取不要

確定申告書等作成コーナーの
操作方法などを動画でご案内

▶　動画で見る確定申告
ご質問したいことを入力するか、
メニューから選択いただくと、
税務職員ふたばが回答

▶　チャットボット「ふたば」
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■ 

2
0
2
6
年
は

　
　 「
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）」

　
2
0
2
6
年
の
干
支
は「
丙
午
」。
十
二

支
の
動
物
で
は
「
馬
」
が
割
り
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
十
二
支
の
中
で
、
最
も
好
き
な
、
あ
る

い
は
触
れ
合
っ
て
み
た
い
動
物
は
何
で
す

か
、
と
聞
か
れ
た
ら
皆
さ
ん
は
何
と
答
え

る
で
し
ょ
う
。
多
く
の
人
は
「
戌
（
犬
）」

を
挙
げ
る
と
思
い
ま
す
が
、
次
い
で
多
い

の
は「
午（
馬
）」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

犬
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
家
庭
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
の
で
当
然
で
す
が
、
で
は
、

ふ
だ
ん
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と
の
な
い
馬

に
人
気
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
農
林
水
産
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和

4
年
の
日
本
で
の
馬
の
飼
養
頭
数
は
約
6

万
8
千
頭
。
平
成
16
年
に
10
万
頭
を
割
り

込
ん
だ
後
は
7
万
〜
8
万
頭
で
推
移
し
て

い
ま
し
た
が
、
飼
養
頭
数
、
飼
養
戸
数
と

も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
競
馬
や
馬

術
競
技
以
外
で
は
、
牧
場
や
乗
馬
体
験
で

き
る
観
光
地
、
ま
た
は
祭
事
な
ど
で
見
か

け
る
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
出
会
う
機
会

は
少
な
く
て
も
、「
一
度
は
乗
っ
て
み
た

い
」と
い
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

働
く
動
物

　
馬
が
初
め
て
家
畜
さ
れ
た
の
は

5
0
0
0
年
以
上
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
馬
は
世
界

中
で
、
人
間
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の

「
働
く
動
物
」と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

人
や
荷
物
を
遠
く
ま
で
運
ん
だ
り
、
田
畑

を
耕
し
た
り
、
相
手
へ
の
贈
り
物
と
さ
れ

た
り
、
祭
礼
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て

登
場
し
た
り
、
あ
る
い
は
戦
場
で
人
間
同

士
の
戦
い
を
支
え
た
り
…
…
。
馬
偏
が
つ

く
漢
字
は
、「
駅
」や「
駐（
車
場
）」な
ど

現
代
で
も
重
要
な
交
通
用
語
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
は
列
車
や
車
が
行
っ
て
い
る
こ

と
を
、
馬
は
何
千
年
も
の
間
、
担
い
続
け

て
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
せ
い
か
、
大
河
ド
ラ
マ
や
時
代
劇

な
ど
歴
史
ド
ラ
マ
や
映
画
に
は
た
い
て
い
、

馬
が
登
場
し
ま
す
。
そ
れ
ら
馬
の
多
く
は

と
て
も
賢
く
、
人
に
従
順
で
、
力
強
く
人

間
の
営
み
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

場
面
も
馬
へ
の
親
近
感
を
高
め
て
い
る
の

で
す
。

■ 

人
と
の
相
性

　
そ
ん
な
馬
と
人
と
の
関
係
を
表
現
し
た

こ
と
わ
ざ
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
馬
と
人
の
近
さ
を
い
ち
ば
ん
表
し
た
言

葉
が「
馬
が
合
う
」。
馬
と
そ
の
乗
り
手
の

呼
吸
が
ぴ
っ
た
り
合
う
と
い
う
意
味
か
ら
、

「
あ
の
人
と
は
馬
が
合
う
」な
ど
、
人
と
人

と
の
相
性
が
良
い
こ
と
、
意
気
投
合
し
て

い
る
様
子
を
た
と
え
て
使
わ
れ
ま
す
。

　
似
た
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
の
は

「
人
馬
一
体
」。
乗
り
手
と
馬
が
一
つ
に
な

っ
た
よ
う
に
、
巧
み
に
乗
り
こ
な
す
こ
と

の
た
と
え
。「
人
馬
一
体
と
な
り
野
を
駆

け
る
」な
ど
と
使
わ
れ
ま
す
。

　
相
性
の
良
さ
を
表
し
た
言
葉
で
は
、

「
馬
に
は
乗
っ
て
み
よ 

人
に
は
添
う
て
み

よ
」。
馬
の
よ
し
あ
し
は
実
際
に
乗
っ
て

み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
人
も
同
じ
で
、

付
き
合
っ
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
こ

と
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
か
ら
、
外

見
だ
け
で
そ
の
馬
や
人
の
こ
と
を
判
断
し

て
は
い
け
な
い
、
何
事
も
自
分
で
直
接
経

験
し
て
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
教
え
で
す
。

　
「
塞
翁
（
さ
い
お
う
）
が
馬
」
は
、
中
国

の
故
事
に
由
来
す
る
お
話
で
す
。
昔
、
辺

境
の
塞
（
と
り
で
）
の
そ
ば
に
翁
（
老
人
）

が
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
飼
っ
て
い
た
馬

が
逃
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
不
幸
な
出
来

事
で
し
た
が
、
数
カ
月
後
、
素
晴
ら
し
い

駿
馬
を
連
れ
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
幸
運

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
老
人

の
息
子
が
そ
の
馬
に
乗
り
落
馬
し
て
足
を

折
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も
不
運
で

し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
兵
役
を
免
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
長
い
人
生
で
は
楽
し
い
こ
と
も
あ
れ

ば
、
う
れ
し
い
こ
と
も
あ
る
。
何
が
幸
せ

で
何
が
不
幸
か
は
す
ぐ
に
決
ま
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
教
え
で
す
。

■ 

1
年
を
さ
っ
そ
う
と

　
「
馬
耳
東
風
」は
、
馬
の
耳
に
風
が
当
た

っ
て
も
馬
は
何
の
反
応
も
示
さ
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、
人
の
話
が
耳
に
入
っ
て
も
全
然

心
を
動
か
さ
な
い
こ
と
の
た
と
え
で
す
。

し
か
し
実
際
は
、
馬
は
聴
覚
に
も
優
れ
て

い
て
、
耳
の
動
き
で
馬
の
気
持
ち
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
6
年
も
国
内
外
で
い
ろ
い
ろ
な

動
き
、
出
来
事
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

何
事
も
馬
耳
東
風
と
は
い
か
な
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
そ
こ
は
「
人
間
万
事
塞
翁

が
馬
」。
何
が
起
き
て
も
動
じ
ず
に
、
ま

た
馬
力
も
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
さ
っ
そ
う

と
1
年
を
駆
け
抜
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。（

記
事
提
供
：
公
益
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
）

干
支
紹
介

2
0
2
6（
令
和
8
）年
は「
午
年
」

ま
う

し
ど
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12
月
3
日（
水
）ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ

ザ
多
賀
城
に
お
い
て
、
役
員
・
支
部
役
員
が
一

堂
に
会
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
塩
釜
税
務
署
か
ら
佐
藤
友
一
郎

署
長
様
、
古
澤
拓
人
統
括
官
様
、
東
北
税
理
士

会
塩
釜
支
部　
二
本
柳
弘
子
様
に
、
来
賓
と
し

て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
斎
藤
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
佐
藤
友
一

郎
塩
釜
税
務
署
長
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
後
、
加
藤
則
博
組
織
委
員
長
か
ら
9
月
か
ら

の
会
員
増
強
運
動
の
目
標「
純
増
プ
ラ
ス
１
」、

「
役
員
一
人
一
社
以
上
の
獲
得
」
及
び
宮
城
県

連
目
標
の
加
入
率
25
％
に
対
す
る
中
間
報
告

（
各
支
部
含
む
）
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
減

少
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
目

標
達
成
に
近
づ
く
よ
う
、
今
後
も
会
員
増
強
と

共
に
、
会
員
退
会
の
防
止
に
も
努
め
て
い
く
こ

と
の
認
識
あ
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
協
力
三
社
か
ら
は
、取
組
内
容
の
報
告
の
他
、

年
度
末
に
向
け
て
会
員
増
強
を
継
続
す
る
事
を

確
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
各
会
員
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
紹
介
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
福
利
厚
生
制
度

連
絡
協
議
会
で
は
、
佐
藤
知
樹
厚
生
委
員
長
よ

り
、
福
利
厚
生
制
度
か
ら
の
助
成
金
が
、
塩
釜

法
人
会
の
運
営
資
金
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
厚
生
委
員
会
監
修
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
が
さ
れ
、
そ
の
他
、
協
力

三
社
か
ら
は
、
資
料
に
沿
っ
た
メ
リ
ッ
ト
あ
る

商
品
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
は
、
会
員
交
流
会
（
忘
年
会
）

を
開
催
し
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

読者の皆様に活動エリアである２市３町のイベントや風景などを当会へご送付いただき、
委員会で精査した後掲載いたします。詳細は、下記URLまたは2次元コードからどうぞ

http://www.marine-blue.or.jp/topix/20250630.html

表紙に掲載する写真を公募しています！

第二回 役員・支部役員合同会議
及び福利厚生制度連絡協議会開催

合同会議全景 会員交流会・忘年会

佐藤税務署長挨拶佐藤厚生委員長挨拶 　斎藤会長挨拶加藤組織委員長挨拶



令和8年1月15日（10）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第366号）

　
日
本
の
次
世
代
主
力
ロ
ケ
ッ
ト
「
Ｈ

３
」
４
号
機
の
打
ち
上
げ
が
11
月
４
日
、

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
の
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
成
功
し
ま
し
た
。
昨

年
３
月
に
初
号
機
の
打
ち
上
げ
が
失
敗

し
、
先
行
き
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
た
Ｈ

３
で
し
た
が
、
徹
底
的
な
原
因
究
明
と

対
策
を
施
し
た
２
号
機
以
降
は
３
機
連

続
で
成
功
し
て
お
り
、
よ
う
や
く
軌
道

に
乗
っ
た
と
言
え
そ
う
で
す
。
た
だ
、

機
体
は
ま
だ
完
成
形
で
は
な
く
、
今
後

も
さ
ら
な
る
成
長
が
続
き
ま
す
。

■
使
い
や
す
い
ロ
ケ
ッ
ト
を
目
指
す

　
Ｈ
３
計
画
の
責
任
者
を
務
め
る
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の

有
田
誠
Ｈ
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
、
４
号
機
の
打
ち
上
げ
に
成
功

し
た
直
後
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で

開
い
た
記
者
会
見
で
、「
Ｈ
３
は
安
定

し
た
運
用
の
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
非

常
に
大
き
な
一
歩
で
し
た
」
と
誇
ら
し

げ
に
語
り
ま
し
た
。

　
Ｈ
３
は
、
現
在
の
主
力
ロ
ケ
ッ
ト

「
Ｈ
２
Ａ
」の
後
継
機
と
し
て
開
発
さ
れ

ま
し
た
。Ｈ
２
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
49
機

中
48
機
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
、
打
ち

上
げ
成
功
率
は
世
界
最
高
水
準
の
９
７
．

９
％
。
高
い
信
頼
性
で
日
本
の
宇
宙
開

発
を
支
え
、
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら

試
料
を
持
ち
帰
っ
た
探
査
機
は
や
ぶ
さ

２
や
、
日
本
初
の
月
面
着
陸
に
成
功
し

た
探
査
機
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ（
ス
リ
ム
）を
、
宇

宙
へ
と
送
り
出
し
て
き
た
名
作
ロ
ケ
ッ

ト
で
す
。

　
た
だ
、
高
い
信
頼
性
と
引
き
換
え
に
、

打
ち
上
げ
コ
ス
ト
は
１
回
１
０
０
億
円

と
高
く
、
受
注
か
ら
打
ち
上
げ
ま
で
の

期
間
が
約
２
年
と
長
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
海
外
勢
は
も
っ
と
低
価
格
で

迅
速
な
打
ち
上
げ
が
可
能
な
た
め
、
こ

れ
で
は
急
拡
大
が
続
き
国
際
競
争
が
激

化
し
て
い
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
で
、

日
本
が
衛
星
や
探
査
機
の
打
ち
上
げ
を

安
定
的
に
受
注
す
る
の
は
困
難
で
す
。

　
そ
こ
で
、
効
率
化
を
強
力
に
推
進
し

て
打
ち
上
げ
コ
ス
ト
や
打
ち
上
げ
ま
で

の
期
間
を
半
減
し
、
衛
星
や
探
査
機
の

打
ち
上
げ
を
依
頼
す
る
民
間
の
顧
客
が

使
い
や
す
い
ロ
ケ
ッ
ト
を
目
指
し
て
、

Ｈ
３
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。Ｈ
２
Ａ
は

今
後
、
50
号
機
を
打
ち
上
げ
て
引
退
し
、

主
力
ロ
ケ
ッ
ト
の
座
を
Ｈ
３
に
引
き
継

ぎ
ま
す
。

■
エ
ン
ジ
ン
改
良
、
機
体
も
多
様
化

　
こ
れ
ま
で
Ｈ
３
は
、
搭
載
す
る
衛
星

を
高
度
２
０
０
０
キ
ロ
以
下
の
低
軌
道

に
投
入
し
て
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
４
号

機
は
、Ｈ
３
と
し
て
は
初
め
て
静
止
軌

道
へ
の
投
入
に
挑
み
ま
し
た
。
地
球
か

ら
高
度
約
３
万
６
０
０
０
キ
ロ
の
静
止

軌
道
で
は
、
衛
星
が
地
球
の
自
転
と
同

じ
速
さ
で
移
動
す
る
た
め
、
ま
る
で
特

定
地
域
の
上
空
に
静
止
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
静
止
軌
道
は
、
民
間
の

気
象
衛
星
や
通
信
・
放
送
衛
星
な
ど
に

使
わ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
、
そ
の

意
味
で
も
日
本
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

へ
の
大
き
な
一
歩
だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
機
体
の
成
長
は
途
上
で

す
。Ｈ
３
が
２
基
搭
載
す
る
新
開
発
の

主
エ
ン
ジ
ン
は
、Ｈ
２
Ａ
の
主
エ
ン
ジ

ン
よ
り
パ
ワ
ー
が
大
き
い
上
に
、
構
造

を
単
純
に
し
て
低
コ
ス
ト
化
も
実
現
し

ま
し
た
。
た
だ
、
初
号
機
で
は
飛
行
に

影
響
が
な
い
程
度
の
わ
ず
か
な
振
動
が

発
生
。
そ
こ
で
２
号
機
は
、
従
来
型
と

改
良
型
を
１
基
ず
つ
搭
載
。
３
、
４
号

機
は
改
良
型
を
２
基
搭
載
し
、
打
ち
上

げ
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
も
、
さ

ら
な
る
改
良
型
の
開
発
を
急
い
で
い
ま

す
。

　
機
体
の
多
様
化
も
課
題
で
す
。
４
号

機
ま
で
は
、
主
エ
ン
ジ
ン
２
基
、
打
ち

上
げ
時
の
推
進
力
を
補
助
す
る
固
体
ロ

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
が
２
本
で
し
た
。

大
型
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
は
必
要
な
パ

ワ
ー
で
す
が
、
民
間
企
業
の
多
く
が
利

用
す
る
小
型
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
は
過

大
な
能
力
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
主
エ
ン
ジ
ン
３
基
だ
け

で
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
を
使
わ

な
い
、
低
パ
ワ
ー
の
機
体
の
開
発
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
、
小
型
衛
星

に
適
し
た
推
進
力
で
、
使
う
燃
料
も
削

減
で
き
ま
す
。
逆
に
、
も
っ
と
大
型
の

物
資
輸
送
な
ど
に
使
う
場
合
は
、
固
体

ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
を
４
本
に
増
や

し
、
衛
星
カ
バ
ー
を
大
型
化
し
て
対
応

す
る
こ
と
も
計
画
中
。Ｈ
３
の
成
長
は
、

ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
く
の
で
す
。

﹇
筆
者
紹
介
﹈

伊
藤
壽
一
郎
（
い
と
う
・
じ
ゅ
い
ち
ろ
う
）

東
京
都
生
ま
れ
。学
習
院
大
学
卒
業
後
、産
経
新
聞

社
に
入
社
し
、文
化
部
、経
済
部
、社
会
部
な
ど
を

経
て
２
０
０
２
年
か
ら
科
学
部
。現
在
は
文
部
科

学
省
の
科
学
技
術
部
門
を
担
当
し
、原
子
力
か
ら

地
震
、宇
宙
、物
理
、化
学
、生
物
、Ｉ
Ｔ
ま
で
、幅

広
い
分
野
を
取
材
対
象
と
し
て
い
る
。著
書
に『
生

き
も
の
異
変
　
温
暖
化
の
足
音
』（
共
著
、扶
桑
社
）、

『
新
ラ
イ
バ
ル
物
語
　
闘
い
が
生
む
現
代
の
伝
説
』

（
共
著
、柏
書
房
）な
ど
が
あ
る
。

次
世
代
主
力
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ
３
、
安
定
運
用
段
階
に

産
経
新
聞
科
学
部
記
者
　
伊
藤  

壽
一
郎

エ
ン
ジ
ン
や
機
体
は
さ
ら
な
る
成
長
へ
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調査は販売費・一般管理費の内容確認に入りました。
調査官　期末に計上のある仮払金の内容を説明してください。
担当者　すいません。営業担当から期末に得意先接待の費用が必要であるとの要請

に基づき、とりあえず必要と思われる金額を仮払金として支出しました。
調査官　得意先の接待は事業年度内に行われたのですか。
担当者　はい。
調査官　その証拠書類を見せてください。
担当者　その時の領収書と参加者メモが残っています。
調査官　これは交際費となりますので仮払金を否認し、交際費を認容した上で交際費の損金不算入額の再計算を行っ

てください。なお、従来、交際費の範囲から除外される飲食費の金額基準が5000円でしたが、令和６年４
月１日以後に支出する飲食費であれば、一人当たり10000円に引きあげられていますので注意をしてくだ
さい。

担当者　ついうっかり期末の交際費への振替処理を忘れてしまいました。
調査官　それでは期末から翌期２か月後までに届いたクレジット利用代金明細書を見せてください。
担当者　何か問題でもありますか。
調査官　明細書によると事業年度内に利用された中に、飲食店と思われる企業名がありますね。比較的高額な金額で

すが、これは何ですか。
担当者　それは当社にとって重要な取引先の役員接待に使ったものです。
調査官　会計処理はどうされましたか。
担当者　明細書の届くのが遅かったので経理処理はまだ行っていません。
調査官　交際費の損金算入時期は、接待、供応等の行為があった時をいいますので仮払い未払いを問いません。従っ

て、クレジットの決済が事業年度後であっても、接待、供応等は調査対象事業年度に行われていますので、
交際費として認容した上で損金不算入の額の再計算を行うことになります。ほかにも、まだ期末の仮払金残
高の中に多額の金額が残っていますので説明願います。

担当者　子会社の中で資金繰りが危うくなってきたものが数社ありましたので、支援金として支出をしたものです。
調査官　事業取引がある会社ですか。
担当者　いいえ、出資のみです。
調査官　子会社とは金銭消費貸借契約書を締結していますか。
担当者　とても返してもらえる状態ではありませんでしたので契約の締結はありません。
調査官　なぜ仮払金のままで残されたのですか。
担当者　社内で貸付にするか金銭供与にするか議論をしたのですが、期末ギリギリで金銭供与と決まったため、経理

処理が間に合わず、結果として未処理となってしまいました。
調査官　臨時取締役会の議事録では、子会社への資金供与となっていますね。子会社は事業関係者とは認められませ

んので、仮払金を寄附金と認定します。

［筆者紹介］ 
牧野義博（まきの・よしひろ）
東京国税局調査部において特別国税調
査官、統括国税調査官、調査開発課長等
を経て八王子税務署長を最後に退官。東

京都新宿区で税理士登録。著書には『ザ・税務調査１～
３』『税務トラブルと債務の確定』（大蔵財務協会）ほか
専門誌等に執筆。ＨＰは「牧野義博税理士事務所」で検
索。全国各地で講演会も行っている。

交際費の損金算入時期は、接待等の行為の事実があった
時点であり、寄附金の損金算入時期は、寄附金として支
払った事業年度において支出したものとしてそれぞれ損
金算入限度額の計算をします。

まとめ

交際費等と寄附金等の損金算入時期【実践税務調査】

税理士　牧野  義博
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11
月
25
日
か
ら
12
月
2
日
ま
で
の
間
、二
市
三
町
の
首
長
及
び
議
長
を
、鈴
木

貴
資 

税
制
担
当
副
会
長
、大
津
晃
一
税
制
委
員
長
で
訪
問
し
、令
和
8
年
度
の
税

制
改
正
提
言
に
つ
い
て「
提
言
書
」を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
財
政
再
建
目
標
の
策
定
を
求
め
る
と
と
も
に
、企
業
へ
の
保
険
料
負
担
抑
制
・

経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
社
会
保
障
制
度
の
確
立
、中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す

る
税
制
措
置
な
ど
の
切
実
な
実
情
を
直
接
説
明
し
、中
小
企
業
が
持
っ
て
い
る
能

力
を
如
何
な
く
発
揮
で
き
る
行
政
・
税
制
確
立
を
求
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、税
の
正
し
い
知
識
を
広
め
る
こ
と
で
の
納
税
意
識
の
向
上
等
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。塩竈市

（市民生活部部長）
塩竈市議会

（浅野 敏江 議長・今野 恭一　副議長）

多賀城市
（企画経営部部長）

多賀城市議会
（事務局長）

松島町
（財務課課長）

松島町議会
（事務局長）

七ヶ浜町
（税務課課長）

七ヶ浜町議会
（事務局長）

利府町
（町民生活部部長）

利府町議会
鈴木　忠美　議長

税税制制改改正正提提言言令  和
8年度
令  和
8年度

◎
社
会
保
障
に
充
て
る
消
費
税
の
減
税
は
慎
重
な
検
討
が
必
要

　
　
　
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
仕
組
み
作
り
を
！

◎「
金
利
の
あ
る
世
界
」へ
の
回
帰
を
踏
ま
え
、

　
　
　
金
融
市
場
の
動
揺
を
招
か
な
い
財
政
運
営
を
！

◎
企
業
へ
の
過
度
な
社
会
保
険
料
負
担
を
抑
制
し
、

　
　
　
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
を
！

◎
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
確
立
し
、

　
　
　
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
の
中
小
企
業
を
守
れ
！

スローガン
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リ
レ
�
ト
�
ク 

 
 

 
 

 
 

 

明
日
へ 

�
ま
ち
に
行
く
�
と
は
？ 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な
と
し
ほ
が
ま 

 
 

 
 

理
事
・
岩
蔵
部
会
長 

三
浦
一
泰 

 

初
回
で
す
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な
と
し
ほ
が

ま
の
ご
紹
介
、
そ
し
て
塩
竈
�
て
ど
ん
な
ま

ち
だ
�
た
の
か
を
、
振
り
返
�
て
み
ま
す
。 

 歴
史
的
建
物
の
保
存
や 

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ガ
イ
ド
な
ど
を
実
践 

 

塩
竈
神
社
裏
坂
に
あ
る
�
旧
亀
井
邸
�
や

御
釜
神
社
前
の
�
旧
ゑ
び
や
旅
館
�
を
訪
ね

ら
れ
た
こ
と
は
お
あ
り
で
し
�
う
か
。 

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
建
造
物
の

保
存
・
活
用
、
観
光
案
内
標
識
の
整
備
、
ボ

ラ
ン
テ
�
ア
ガ
イ
ド
な
ど
、
塩
竈
の
歴
史
を

糧
に
し
た
町
お
こ
し
活
動
を
行
�
て
い
ま
す
。 

平
成
十
五
年
、
塩
竈
市
教
育
委
員
会
が
開

催
し
た
塩
竈
学
講
座
が
き
�
か
け
と
な
り
、

そ
の
受
講
生
が
中
心
と
な
�
て
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
塩
竈
学
講
座
の
講
師
で
あ
�
た
東
北

学
院
大
学
の
斎
藤
善
之
教
授
の
ご
指
導
の
下
、

今
年
で
二
十
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
て

学
ん
だ
興
味
深
い
お
話
や
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
の
参
考
に
な
り
そ
う
な
情
報
を
数

回
に
わ
た
�
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 明
治
二
十
四
年
の
絵
に 

港

と

鉄

道

が

結

び

つ

い

た

姿 

さ
て
塩
竈
は
歌
枕
で
あ
り
、
陸
奥
国
一
宮

塩
竈
神
社
、
日
本
三
景
松
島
な
ど
と
の
関
わ

り
か
ら
、
多
く
の
古
絵
図
や
古
地
図
、
古
絵

は
が
き
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
中
か
ら
明
治
二
十
四
年�
一
八
九
一
年
�

に
描
か
れ
た
�
塩
釜
停
車
場
前
全
図
�
を
ご

紹
介
し
ま
す
�
下
欄
�。
図
の
右
が
現
在
の
仙

石
線
本
塩
釜
駅
、
左
が
壱
番
館
付
近
で
す
。 

 

右
端
に
は
塩
竈
駅
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

中
央
は
現
在
の
海
岸
通
四
・
五
番
地
区
で
、

駅
前
広
場
を
行
き
交
う
人
々
や
人
力
車
、
太

田
屋
、
ゑ
び
屋
な
ど
の
旅
館
も
あ
り
ま
す
。 

外
輪
船
や
三
本
マ
ス
ト
の
帆
船
な
ど
で
に

ぎ
わ
う
港
は
、
現
在
の
海
岸
通
二
・
三
番
地

区
で
す
。 

左
端
に
は
火
の
見
梯
子
の
あ
る
擬
洋
風
の

警
察
署
な
ど
、
現
在
の
本
町
一
・
二
番
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
村
民
の
力
で
築
港
・
鉄
道
も 

明

治

初

期

の

苦

境

を

打

破 

塩
竈
は
江
戸
時
代
、
仙
台
藩
の
特
別
の
恩

恵
を
受
け
、
塩
竈
神
社
の
門
前
町
と
し
て
、

城
下
町
仙
台
へ
の
物
資
輸
送
拠
点
と
し
て
繁

栄
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
に
入
り

こ
の
恩
典
が
な
く
な
り
、
幕
末
の
大
火
の
影

響
も
あ
り
、著
し
く
疲
弊
し
た
と
言
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、�
村
勢
の
衰
退
を
救
う
道

は
港
の
整
備
に
あ
る
�
と
、
戸
長
�
現
在
の

町
村
長
�
や
有
力
者
が
立
ち
上
が
り
、
村
民

の
協
力
を
得
て
、
明
治
十
五
年
に
下
図
の
港

を
開
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
仙
台
�
福
島
間
の
鉄
道
敷
設
用
の

資
材
運
搬
路
線
だ
�
た
塩
竈
か
ら
仙
台
ま
で

の
鉄
道
を
、
正
式
の
営
業
路
線
に
す
る
よ
う

働
き
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
年
に

は
塩
竈
�
仙
台
�
上
野
が
鉄
道
で
結
ば
れ
、

塩
竈
は
�
の
ち
の
�
東
北
本
線
の
始
発
駅
と

な
り
ま
し
た
。 

 �
ま
ち
に
行
く
�
と
は 

塩

竈

に

行

く

こ

と

だ

�

た 

 

こ
う
し
て
塩
竈
は
、�
三
陸
地
方
唯
一
の
鉄

道
の
あ
る
港
町
�
と
な
り
、
室
蘭
、
函
館
、

宮
古
、
釜
石
、
東
京
な
ど
と
の
航
路
も
開
か

れ
、
東
北
地
方
の
門
戸
港
と
し
て
旅
客
、
物

資
輸
送
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
初
期
に
は
港
湾
整
備
に
合

わ
せ
て
魚
市
場
も
建
築
さ
れ
、
近
県
か
ら
の

漁
獲
物
も
塩
竈
に
水
揚
げ
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

下
図
に
は
多
く
の
船
舶
や
、汽
車
、旅
館
、

人
々
が
描
か
れ
、
そ
う
し
た
に
ぎ
わ
い
の
濫

觴
�
ら
ん
し
�
う
�
期
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

昭
和
四
十
年
代
こ
ろ
ま
で
、
塩
竈
周
辺
の

町
村
の
人
々
は
塩
竈
に
行
く
こ
と
を
�
ま
ち

に
行
く
�
と
言
�
て
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉

こ
そ
、
往
時
の
塩
竈
の
賑
わ
い
や
、
塩
竈
が

こ
の
地
域
で
果
た
し
て
き
た
大
き
な
役
割
を

物
語
�
て
い
ま
す
。 

Δ

東
北
本
線
の
始
発
駅
と
な
�
た
塩
竈
駅
は
�
ス
テ
�

シ
�
ン｣

、
煙
を
吐
き
蒸
気
を
吹
き
出
す
汽
車
は
�
お

か
蒸
気｣

、
か
わ
い
い
客
車
は
�
マ
�
チ
箱
�
と
呼
ば

れ
、
親
し
ま
れ
た
。
塩
竈
駅
を
午
前
六
時
五
十
五
分
に

出
発
し
た
列
車
は
、
午
後
七
時
四
十
五
分
に
上
野
駅
に

到
着
し
た
。
仙
台
ま
で
は
一
日
七
往
復
運
行
さ
れ
た
。 

上：旧亀井邸。大正 13

年(1924 年)、現カメイ

(株)の初代社長亀井文

平氏が建築。和洋併置式

住宅として知られる。 

中：旧ゑびや旅館。幕末、

もしくは明治初期の木

造 3 階建の旅籠遺構。

下：七曲坂入口に設けた

歴史観光案内標識。 
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令和8年1月15日（14）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第366号）

仙台支社/
宮城県仙台市青葉区大町1-1-1(大同生命仙台青葉ビル3F)
TEL 022-221-5486

仙台支店/
宮城県仙台市青葉区一番町1-8-3(ＡＩＧ仙台ビル)
TEL 022-276-7551



（15）令和8年1月15日 法　人　ニ　ュ　ー　ス （第366号）

16P間違い探し『京鹿子 娘道成寺』の答え：①髪の結びヒモの向き（右上）　②鐘の紋（右上）　③眼の開閉（左中）　④舞う着物（左中）　⑤桜（左下） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥烏帽子（えぼし）のヒモのふさの数（中下）　⑦帯の丸い柄（右下）

仙台総合支社
〒980-6122  宮城県仙台市青葉区中央1-3-1  アエル22F



法　人　ニ　ュ　ー　ス（第366号） 令和8年1月15日（16）

右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点
が
７
か
所
あ
り

ま
す
。見
つ
か
り
ま
す
か
な
？（
答
え
は
15
ペ
ー
ジ
）

「税を考える週間」税理士による無料相談会「税を考える週間」税理士による無料相談会

【会報誌バックナンバー】  http://www.marine-blue.or.jp/news.html

あ
と
が
き

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
8
年
最
初
の
広
報
誌
を
お
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
女
性
部
か
ら
広
報
委
員
会
へ
出
向
し
て
い
る
立
場

と
し
て
、
今
回
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
誌
面
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
皆
さ
ま
の
事
業
活
動
に
役
立
つ
税
務

の
知
識
向
上
に
関
す
る
記
事
を
は
じ
め
、
地
域
の
最

新
情
報
や
会
員
企
業
の
取
り
組
み
な
ど
、
身
近
で
実

践
的
な
内
容
を
中
心
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
日
々

の
経
営
判
断
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　
女
性
部
で
は
毎
年
「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
な
発
想
で
描
く „
税

の
未
来
“の
作
品
に
、
私
た
ち
自
身
が
多
く
の
気
付

き
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
応
募
作
品
に
込

め
ら
れ
た
思
い
や
色
彩
に
触
れ
な
が
ら
、
未
来
を
担

う
世
代
へ
税
の
大
切
さ
を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
、
改

め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る
く
前
向
き

な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
本
誌
が
そ
の
歩
み
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
よ
り
良
い
広
報

誌
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
意
見
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
　
鈴
木
　
美
由
紀

塩
釜
法
人
会
は
、
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島

町
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
管
内
の
約
1
0
0
0

社
の
会
社
・
事
業
者
が
加
入
す
る
経
営
者
の
団

体
で
す
。

法
人
会
の
入
会
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出
会
い
が
、
新

　
　

た
な
仲
間
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　
　

に
繋
が
り
ま
す
。

2　

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で
き
る
福
利
厚

　
　

生
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

3　

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著
名
人
に
よ
る

　
　

講
演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

新
入
会
員
募
集

【
作
者
紹
介
】神
谷
一
郎（
か
み
や
・
い
ち
ろ
う
）

専
修
大
学
法
学
部
卒
業
後
、漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
経
て
漫
画

家
に
。現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、

雑
誌
・
広
告
・
水
彩
画
挿
絵
等
で
活
躍
中

　令和7年度の年会費を納入いただい
ていない会員の方は、早急に納入の手
続きをお願いします。
　なお、納入いただく際は、事前に送
付しております「払込取扱票」により、
最寄りの金融機関で手続きいただきま
すよう、ご理解とご協力をお願い申し
上げます。ご不明な点等ございました
ら、事務局（022-365-8859）まで
ご連絡ください。

〔日　時〕  令和8年2月14日（土）  午前10時00分～午後3時00分
〔場　所〕  塩竈市公民館（塩釡市東玉川町9－1）
（予約専用回線番号） 050-2018-1150
※予約受付期間　令和８年２月２日（月）～2月13日（金）
　　　　　　　　月～金曜日　午前9時30分～午後4時00分
　　　　　　　　（土・日曜日、祝日除く）

　東北税理士会塩釡支部では、「税理士記念日」にちなみ、次のとおり税理士
による無料の税金相談を行います。所得税や相続税・贈与税など、税の専門
家が無料で相談に応じますが、申告書の作成は行いません。なお、相談は、事
前予約が必要ですので、下記の「予約専用回線番号」に電話し、予約願います。

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
8
年

1月21日㈬
1月23日㈮
1月29日㈭
1月29日㈭
2月  9日㈪
2月17日㈫
2月18日㈬
2月19日㈭
2月26日㈭
3月10日㈫
3月13日㈮
3月18日㈬
3月23日㈪

全法連　新年賀詞交歓会・受賞祝典
県連　新年賀詞交換会
第三回理事会
新春講演会・会員交流会
広報委員会
県連　事業委員会
事業委員会
県連　厚生委員会
県連　健康経営委員会
県連　組織委員会
県連　税制委員会
県連　総務委員会
税制委員会

11：00
17：00
13：30
15：00
16：00
15：00
10：30
15：00

15：00
15：00
15：00
13：30

帝国ホテル
パレスへいあん
ホテルグランドパレス塩釜
ホテルグランドパレス塩釜
法人会事務所

法人会事務所
大同生命ビル
大崎市
大河原町
塩竈市

法人会事務所

これからのスケジュールこれからのスケジュール

7
つ
の
間
違
い
探
し

ホテルグランドパレス塩釡会　場

1月29日（木）15：00～
令和８年日  時

落語家  林家正蔵 氏講  師

「笑門来福」
※「講演会」となりますので、
　ご了承ください。

テーマ

の開催案内
新春講演会

年会費納入のお願い
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